
 

＜情報公開文書＞ 

2020年 5月 20日 

切除可能膵癌に対する 

術前化学療法における胆道ドレナージ法の多施設共同前向き観察研究 

 

1. 研究の対象となる方 

2020年 4月～2021年 3月の間に切除可能膵癌と診断され、術前化学療法や内視鏡的胆道ド

レナージを受ける患者さん 

 

2. 研究目的・研究の方法 

目的：術前化学療法を予定された胆管狭窄を伴う切除可能膵癌の内視鏡的胆道ドレナージ

法に関して、本邦での現状を把握し適切な術前胆道ドレナージ法を明らかにすることを目

的としています。 

方法：本研究は当院を含め千葉県を主体とした国内 20施設が参加しています。参加施設ご

とに対象となる方の診療録を調査し、得られた結果を研究事務局である千葉県がんセンタ

ーに送付します。研究事務局で集計し解析を行い、その成果を国内外の学会や学術雑誌で

発表することを予定しています。 

 

3. 研究に用いる情報の種類 

年齢、性別、血液検査、内視鏡的胆道ドレナージの方法、術前化学療法の内容や手術の方

法・結果など 

 

4. 研究が行われる機関および研究者名 

医療機関名 診療科名 施設責任者 

千葉県がんセンター 消化器内科 中村和貴 

千葉大学医学部附属病院 消化器内科 三方林太郎 

千葉県立佐原病院 消化器内科 田中武継 

国保旭中央病院 消化器内科 志村謙次 

亀田総合病院 消化器内科 田中武継 

君津中央病院 消化器内科 吉田有 

千葉ろうさい病院 消化器内科 石神秀昭 

船橋中央病院 消化器内科 土屋慎 

船橋市立医療センター 消化器内科 小林照宗 

千葉市立海浜病院 消化器内科 太和田勝之 

千葉西総合病院 消化器内科 佐藤晋一郎 

東邦大学医療センター佐倉病院 消化器内科 高田伸夫 

東京女子医科大学八千代医療センター 消化器内科 濱野徹也 

松戸市立総合医療センター 消化器内科 森居真史 

聖隷佐倉市民病院 消化器内科 斎藤将喜 



 

千葉メディカルセンター 消化器内科 瀬座勝志 

千葉医療センター 消化器内科 宮村達雄 

さいたま赤十字病院 肝胆膵内科 大島忠 

東京ベイ浦安市川医療センター 消化器内科 本村廉明 

東千葉メディカルセンター 消化器内科 亀崎秀宏 

 

5. 研究責任者 

千葉県がんセンター 消化器内科 中村和貴 

 〒260 -8717 千葉県市中央区仁戸名町 666 -2 

 TEL：043-264-5431  FAX:043-262-8680  E-mail: knakamura@chiba-cc.jp 

 

6. 個人情報の保護について 

利用する情報からは患者さんを直接特定できるような個人情報は削除します。また、研

究成果は学会や学術雑誌等での発表を予定していますが、その際も患者さんを特定でき

るような個人情報は利用しません。 

 

7. 研究の資金源および利益相反について 

本研究は、千葉県がんセンター消化器内科の受託研究費(千葉県がんセンターの治験収

入から各診療科へ配分されるもの)の一部を用いて行います。 

また、本研究は、特定の企業、団体からの資金提供や薬剤等の無償提供などは受けてお

らず、研究組織全体に関して申告すべき利益相反はありません。なお、各研究者の利益

相反は各参加施設によって適切に管理されています。 

 

8. この研究は倫理審査委員会の承認が得られています 

本研究は当院の倫理審査委員会で審議され、研究の承認が得られています。 

 

9. この研究にあなたの情報を利用して欲しくない時はご連絡ください 

あなたの情報を研究に用いられることを、あなたにご了承いただけない場合は研究対象

としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。研究に参加しなかった場合でも、

あなたに不利益が生じることは全くありません。 

また、本研究に関するご質問がある場合も下記へお問い合わせください。ご希望があれ

ば、他の研究対象者の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画

書および研究の計画に関する資料を閲覧することができますのでお知らせください。 

 

■照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 研究責任医師：総合病院国保旭中央病院    消化器内科 志村謙次 

住所：千葉県旭市ｲ-1326 

TEL：0479（63）8111㈹ 

  

 


